
「本ギャフを使いこなす為の必須９箇条第１項」ロープシゴキ、ある日のトカラ 

＜ロープシゴキ＞ 私が本ギャフを操作しているのを見ると簡単に見えるかもしれません。然し購入者が実

際にやってみると簡単ではないかもしれません。其れはギャフ自体に何らかの問題があるとかではなくて（ギ

ャフはただ単にギャフでしかない・・・ロープを操作していかにギャフを使いこなすかという事）、ロープ操作

に釣り人がなれていない事が根本の原因です。ロープには癖があります。ロープは編んだり、拠ったりして作っ

てある訳であり、それ自体に内部ストレス（力）が働いています。加えて、ロープは、持ち運びする時、通常輪

にして持ち運びします。此の輪にする時、一回巻くごとに一回捻っています、捻るつもりが無くても、そうなり

ます。つまり、１０回巻いて、何もしないまま、両端をもって引き延ばしたら、１０回捻りが入ったままとな

り、此れはトラブルの原因となり得ます。 

 この内部ストレスを低減し、ギャフ掛けに、ロープが問題なく使えるようにするにはどうすればよいかの方

策を私はちゃんと説明しています。HPに「本ギャフを使いこなす為の必須９箇条」というのを出しています

（今此れは全商品に添付）。此れは本ギャフを使いこなす為には、此処に書いてある９項目の事を全部やらない

とダメです、という意味です。この９箇条の第１項に「ロープシゴキ」を書いています（視覚的理解＝ビデオ→

使用方法 22、技術編 12:55～）。第一項という事は一丁目一番地、最も重要な基本，前提という事です。此れを

やらないで「ロープギャフは難しい」等というのは止めて頂きたい。難しくしているのは貴方でしょう？ 

 釣り人は棒を操作するのには慣れていますが、へなへなのロープを使う事には不慣れで、トラック運転手で

普段ロープを扱いなれている人だったら、一発で当会ギャフを使いこなせるかもしれません。ロープギャフを

使いこなす事＝ロープを使いこなす事と同義です。野球道具（バット、グローブ、ボール）一式買った、金払っ

たんだから、自分がバット振ったら、芯に当たって、ホームランになってボールが飛んでいくのは当たり前

だ、そうならないんだったら、道具が悪い、メーカーが悪い、という傲慢な考えの人は、当会ギャフを使いこ

なす事はとうてい無理だと思うので、買うのは止めた方がいいです（私が言うのも変ですが）。  

 私はトラック運転手ではないものの、元山屋（クライマー）だった為に、ロープ操作には慣れており、スタ

ート時点で一般の釣り人と同じではありません。若い頃は山に熱中しており、1976 年には本場アルプスの岩場

を登る為に、ヨーロッパに渡り、マッターホルン北壁（高差 1100ｍ、１ビバーク 2日）他数ルートを登りまし

た。又その３年後、1979 年にはカラコルムのラカポシ（7788m）北稜初登攀に成功しました。ラカポシ北稜は

岩と氷の凄まじいルートでBCからの高差４１００ｍです。過去二回ドイツ隊の攻撃を受けたものの、彼らは、

一回目は 5900ｍ、二回目は 6100ｍを最高到達点としてそれ以上は進めませんでした。ドイツ隊は 1970 年にナ

ンガパルバット（8126m）のルパール壁の初登攀（ヒマラヤ鉄の時代＜ハードバリエーション＞の幕開けとさ

れた歴史的登攀）に成功した実力チームで、ルパール壁の次のターゲットとして選んだのがラカポシ北稜でし

た。彼らは記録にラカポシ北稜はナンガのルパール壁よりはるかに困難且つ危険なルートであると記していま

す。私たちは悪絶無比のこの北稜を、６人のメンバーで、６０００ｍを超えるロープを張り巡らし、ＢＣ建設

後４８日を掛けて攻め落としました。 

 堤防の水平面で６ｍｍ×１３ｍのロープを使いこなすことが難しいというのなら、岩壁の上でパートナーと

の間に結んだ９ｍｍ×４０ｍ二本のロープを垂直方向に使いこなす事はその１００倍難しいです。釣りは失敗

したとしても魚が取り込めなくなるだけの話でたいした事ではありません。これに対して山は失敗すれば自分

又は/及びパートナーの命を失う事を意味します。真剣度がまるで違います。真剣であれば腕は上達します。真

剣であるかどうかは、その人が真に当会ギャフを必用としているかどうかによります。大物を取り込むのに、

１）一人でそれをやらなければならない、２）足場の高さが５ｍを超えている、この二つの条件が揃った場

合、当会ギャフのやり方を超える、又は、其れに匹敵する方法は現時点において他に存在しません。此処で

２）の足場高５ｍは地形の問題でそれぞれですが、重要なのが１）「一人でやる」の部分です。常に仲間と二人

以上でしか大物釣りには行かない、足場は 5mを超えてはいない、という人は、当会ギャフは必要ありません。

結論として、単独釣行の人はこれを持っていないと困る事態が起こり得ます。自分は単独釣行だけど人が大勢い



るとこしか行かないから、何とかなる、と思っていても、魚が釣れないと、皆さんパラパラ帰って行って、最後

は自分一人になる（人が減れば魚が回ってきた時自分に食ってくる確率は高くなる）、そういう時に限って大物

が食ってきたりするのです。単独釣行の人は全ての問題を自分一人で解決しなければなりません。ですから、単

独釣行で大物狙いの人は知識や技術が優れていて、優秀な人が多いです。 

 ＜ある日のトカラ＞ 数十年前のある日私はトカラのとある島の堤防の上にいました。トカラは黒潮の本流

の中にあります（黒潮の本流は奄美の西からトカラをかすめて屋久島の東に抜ける）。火山性の略丸型の小さな

島々（有人７島）で湾など無く、此処に巨大な堤防が沖に突き出す形で作られています。この島にも巨大な堤

防が有って長さは 500mぐらいか、一番手前が船着き場で 300ｍ強あり（水面からの高さ 5m）、その先がそこ

から 5m高くなって 150～200ｍあり（水面からの高さ 10m）、それから先＝先端は（この時工事途中で）一段

低くなって 40m～50mか（水面からの高さ 7ｍ）、此処で内側角に達し、其処から先が堤防正面になる・・これ

が幅 50～60ｍか？でその先が外側角である。長い堤防は内地にもあるが、特筆すべきはその巨大さ（厚み＝堤

防内側と外側の距離＝堤防正面の幅）と高さである。上でサッカーがやれるくらいの広さがある。台風の通路

に作られているので巨大な質量に作られている。 

この時先端側に三人の釣り人がいた。時はおりしもトビウオ産卵期（5月末～7月上旬）。餌釣り（30cmのト

ビウオ一匹掛け）二人（このうちの一人が私）と若手ルアーマン一人。餌釣りのもう一人の人（この人が今回

の事件？の主役）が、（大型リールを）ハンドルドラッグに改造しているんですよ、などと自慢していた。そう

いうマニアックな話より、いざとなったら取り込みをどうするつもりなのか、其処の所を説明してもらいたかっ

たが・・・そこが見えていなかったので。その後、いざとなったら、案の定、取り込みの負荷は全部私にき

た。彼は先端側で魚が食わないので、遠征？に出て、手前側（船着き場と高場との段の周辺？・・多分下で食

わせて、ラインをフリーにするなりして上に上がったと思う）で食わして、魚が壁沿いに走ったので、堤防先

端正面の外側角まで 250～300m移動して、其処でラインを数百メートル出してファイトして魚を弱らせ、寄せ

た。魚は寄った、イソマグロだ、デカい。堤防正面、外側角から１0mの所で取り込みに入った。本人は取り込

みの術をもっていなかったので（ルアーマンも持っていない）、私の落としギャフ（現巨魚用原型モデル）で取

り込みに入った。魚は簡単に掛かった。魚はデカかったが、人間が三人いたので、引き上げも簡単で、魚の口

が堤防角より上まで来ている（魚を触る事ができる）。しかしここで問題が明らかになった。ギャフは口の近く

に皮一枚で掛かっていた。まっすぐ上げるにはここまで上がってきたが、角を超えるには強い力で斜め手前に引

かなければならない、それはできない状況であった。手鉤が有ればなんとかなったのだが、それは無かった。

魚がデカすぎて、肉が厚い為、鰓には手が届かない。口は空いていたが、仮死状態とは言え、歯の鋭いイソマ

グロの口の中に手を入れることはできなかった。本人は、ギャフもう一本無いでしょうね？と私に聞いてきた

が、私はイヤーと返事した。実はこの時私は予備のギャフ（シングルで落としギャフとしてもシャフトギャフ

としても兼用できるように自作した物）をバッグの中に持っていたのだが、それはあくまでメインの落とし込

みダブルギャフが壊れたり、回収不能になったりした時の為の予備として持っていたもので、この火事場のよう

な状況下で準備できていない物は無いも同然。そしたら、本人は自分のバッグの所に走って行って、帰ってき

た。手には市販の普通のシングルギャフ（ロープリングも無い）にロープを括り付けた物を握りしめていた

（落としギャフとしては使い物にならないが手鉤として口に差し込み引くのならある程度使えるかも）。戻って

きた時、彼の目の前で皮が切れて魚はドボーンと落ちていった。 

それで私は「ハーイ、もう一回（やり直し）」と言い、そうしようとした。シングルギャフを握りしめた彼は

飛び込む素振りを見せたので、私は「ヤメロー」と言って制止した。然し針が外れるのではと焦る彼は理性を

失っており、もはや正常な思考が出来なくなっていた。私の制止を振り切る形で、そのシングルギャフを握りし

めて、海の中に飛び込んで行ったのである（高さ７ｍ）。そして巨大イソマグロに抱き着き、鰓にシングルギャ

フを差し込んだ。そんな事するかヨ。ここは日本一の荒海トカラ、500m突き出た堤防先端正面の外側角から

10m手前、真夜中、サメだってうようよいる。一生に一度の大物を前にして、頭の中が真っ白になり、自分が



何をやっているかもわからなくなっているのだろう。予測不能の行動をするこの異人に突然関わり合いにさせ

られた私は、自分に冷静に対応するよう言い聞かせた。この時点で下一人、上二人の構図である。魚ならとも

かく、一人の人間を二人の人間で引き上げる事が無理な事は私には分かった。手前船着き場に若手ルアーマン 4

～5人がルアーを投げている筈である。間に 150～200mの高くなった堤防があるから、此処からは彼らの声も

聞こえないし、ライトチラチラも見えない、大きな声を張り上げたとして届く訳が無い。若手ルアーマンに、

彼らを呼んできてくれるように依頼した。もし彼らが帰ってしまっていたら、OUTということである。彼は猛

ダッシュで走って行った。そして当の本人は、鰓に自分のシングルギャフを差し込んだ後は、私がロープを投げ

込むのを、犬かきか平泳ぎで、待っている状態だった。直ぐにロープを投げ込まなければならないが、一旦は

魚を上まで上げた訳なので、ロープ（9㎜×30m→巨魚用＝二つ折りダブルロープ＋ギャフ連結滑車）は縺れに

もつれて、又ラインはロープに絡みに絡んで、ロープはすぐに投げ入れられる状態では無かった。この状態か

らロープを投げ入れられる状態にし、早く投げ入れる事に私は全力を尽くした。此れには人の命が掛かってい

ると直感した。この時の時間が私にはとても長く感じられた。実際の時間は 30 秒ぐらいか（この時上にいたの

が山上がりの私だったことはこの人にとって幸いしたかも・・ロープに慣れている分スピードが速かったはず

だ）。先ず縺れたロープを直す前に絡んだラインを切って引き抜くしかないが、「ラインを切っていいか？」と

聞くと、「いい」というので、ラインを切ってロープから引き抜き、此れはカラビナに掛けた。次に縺れてぐち

ゃぐちゃになったロープを扱いて伸ばし・・・、視界には彼の姿が入っていた・・・目の半分は彼を見残りの

半分はロープを見て・・・、彼の体が潮の流れでフワーッと沖に払い出すのが見えた、アーッ！もうだめだ、

間に合わない、投げられない、そう思った次の瞬間、今度は逆に手前側にフワーッと振り戻してきたのであ

る。どうやらここは渦が巻いているようだ、上からは良く分からないが。堤防正面外側角から 10m手前、この

渦の外側には本流の流れがあるはずで、此れに乗ったらもうお終いという事だ。超高速でロープを整え、二つ

折りにして、投げ込んだ。彼の手がロープを掴み、体に巻き付け、固定した。なんとか間に合った。そこに若

手ルアーマン達がどかどかと走り込んできた。 

 本人も魚も上がり、無事に済んだ。事故に繋がらなくて良かった。本人は「釣った、釣った、やった、やっ

た」と完全に舞い上がっており、有頂天だった。此処で私に対して、有難うございました、とかお世話になり

ました、とかそういう言葉は何も無かった。冷静に振り返れば、彼が助かるか助からないかはフィフティーフ

ィフティ、紙一重だったと思う。助かったのはたまたま運が良かっただけだ。ヘッドランプの光が届く距離は

２０ｍか最大で２５ｍ、もし本流の流れにのっていたら、見えなくなるまで 5～6秒あれば十分だ。もし流され

ていたら、携帯も無かった頃、民宿まで飛んで帰り、寝入った宿のおばさんをたたき起こし、漁師の所数か所

に電話をいれて、出船してもらわなければならなかった。そしたら最低でも出船に 30～40 分は掛かる。ヘッド

ランプは夜だから付けていたと思うが、浸水すればすぐにランプは消えるだろうし、30～40 分経過すればどこ

に行ったか夜の海で分かる訳ない。此れは釣りが、人間が飛び込んだ事で、途中から人命救助に変質したので

あり、其の被救助者が、その結果を自慢するような話ではない。彼の頭の中は魚で一杯であり、魚以外の事は

何も見えてなかった。自分が際どい状況にあったことすら自分で認識できているか疑わしい。落しギャフはち

ゃんと掛かる訳で、皮が切れて魚が落下した後、もう一回やり直しをすればよかっただけで、何の問題も無か

った。問題があったのは彼の頭の中の方で、やり直しの準備が整うまでの 1～2分を待つ、耐えるという事が出

来なかった、その結果短絡的で直動的なとんでもない行動に打って出た。此れは自慢話どころか反面教師の話

だ。そんな事するんだったら、事前にちゃんと考えて、ちゃんとした準備をしろよ・・・。 

 彼の頭が冷えたのは翌日になってからだ。翌日堤防に行くと、彼がやってきたが何やら様子がおかしい、シ

ュンとなっている。周りの人に「どうしたの？何かあったの？昨日と様子が大分違うじゃない」と聞くと、そ

の理由が分かった。この話はたちまち島中に伝わり、消防団の人達とかからしこたま怒られた様だ。「そんな事

するんだったら、もう島に来るな！！行方不明になったら俺たちは船を出して捜索しなければならないんだ

ぞ！！」。島の人たちは来島者に押しなべて親切である。然し、こういうトンデモ行動をする者に対して怒るの



は当然だろう。 

このイソマグロが１６３ｃｍ－６３ｋｇだったことを知ったのはその後再びその島を訪れて（翌年だったか 2

～3年後）、島の漁師兼瀬渡しの人（この人はその後島を出たのでもういない）の家にこの時の魚拓がある事を

知った時だった。地元漁師が漁の一環として 70㎏級イソマグロを取り込む事はトカラでは其れほど珍しい事で

は無かった。然し釣り人がショアからこれだけのイソマグロを取り込んだのは当時としては記録級だった。何

年か後、フェリーとしまの中で偶然本人と遭遇し、「あの時はお世話になりました、後先考えない行動をしてし

まって」と反省の弁を述べていた。こういう言葉を初めて聞いた、やっと反省したのか。 

 


